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  【活動の基本情報】 
 参加学生数：8 名 
           （1 年生：4 名、2 年生：4 名） 
 活動期間：2023 年 5 月～ 
 担当教員：竹田明弘 
 

1．活動実施の経緯 

 ＬＰＰ（紀の川市）では、これまでフルーツを用いた
数多くのスイーツ商品を提携企業、店舗と開発、販売し
てきた。本年度は、これまでの活動をさらに発展させ、

また、紀の川市という名称の知名度を上げるための活動を目的とし、手土産商品、加工商
品の開発を目的としたプロジェクトをスタートさせた。本年は同プロジェクトの 1 年目で
ある。 
 

2．活動の内容 
 これまで、紀の川市の店舗と協力しながら主に店舗で提供できるスイーツ、パンなどの
開発を実施してきた。ただし、それだと現地でしか購入することができず、より広範囲な
地域の顧客を対象として販売することにおいては限界があった。また、スイーツは基本的
に生菓子であるため、消費期限が加工後数日しかなく、それも広範囲な地域の顧客を対象
とした場合の課題であった。そこで、紀の川市と共同した新たな活動として手土産商品、
加工商品の開発を目的としてプロジェクトがスタートした。ただし、これまでとは商品の
タイプが異なるため、そこでの活動実績がない。地域の信頼も不十分である。そこで、本
年は新しいタイプの商品開発の学習、データ分析の学習というグループとしての能力を高
めるということを主眼に活動を実施した。こうした学習の一環として、本年は和歌山市に
本店がある Patisserie SAVEUR と焼き菓子をベースとした手土産商品の開発活動を実施
した。商品については現在も同店舗と共同活動の途中である。同商品は 2024 年度ゴール
デンウイーク前後に発売予定である。さらに、昨年度のプロジェクトであった、近鉄百貨
店 夏のお中元「紀の川アソートセット」が 6 月に発売されるにあたり、同セットの完成
に向けた作業並びに広報活動を実施した。 
 

3．活動を通じて 
 将来的により大きな店舗と全国発売できるような商品を開発するためには、消費期限が
長いこと、もしくはないことが要求される。そこで、本年は新たな試みとして加工食品の
一つである焼き菓子の商品開発活動を実施した。ただし、データ分析に関する能力、マー
ケティングをベースとした思考など、まだまだ不足している部分は多く、社会により信用
されるグループとなるために継続的に能力を高めていく必要がある。  
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4．成果ポスター 
 



2023年度 LPP合同活動報告会 実施報告 

 
和歌山県紀の川市 
テーマ：紀の川市の新商品開発プロジェクト 
報告会では前期活動と後期活動に分けて報告しました。前期活動では昨年度開発した商品の
販売を行いました。後期活動では Patisserie SAVEUR 様とコラボし「社会人が手土産として
渡すことのできる焼き菓子」をコンセプトに市場分析を行い商品企画を進めてきました。完
成した商品の発売は 2024 年 4 月を予定しています。年間の活動を通して課題を見つけ、次
年度の目標を「論理的に物事を捉える、根拠をもって提案する」というように設定しまし
た。 
報告会での質疑応答をもとに掲載いたします。 
Q：後期活動の商品企画にあたってアンケートを実施したとありましたが、どのような形態
のアンケートを実施したのでしょうか。 
A：Google のアンケートフォームを用いて作成したものを SNS を用いて手土産を買う世代
である親世代を対象に実施しました。そこで得た回答を Excel に写しそこから SPSS を用い
て分析を行いました。 
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